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第１章 液状化被害状況について
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内 灘 町

地理院地図

最大速度(kine)最大加速度(Gal)震度階
（計測震度）管理者地震計 NS成分EW成分NS成分EW成分

16.518.3250.5219.3震度5強(5.1)防災研究K-NET七塚

23.625.5148.6188.1震度5弱(4.8)気象庁津幡町加賀爪

20.727.0149.2192.1震度5強(5.0)気象庁金沢市西念

10.49.1181.7190.6震度4(3.6)防災研Kik-net津幡

23.630.9141.2173.1震度5弱(4.6)気象庁(石川
県)

内灘町大学
地震動観測地点

出典
「気象庁強震観測データ，令和6年（2024年）石川県能登地方の地震，気象庁
(https://www.data.jma.go.jp/eqev/data/kyoshin/jishin/2401011610_noto/index.html)」
「強震観測網K-NET，KiK-net(https://www.kyoshin.bosai.go.jp/kyoshin/quake/)」
「シームレス地質図，産総研(https://gbank.gsj.jp/seamless/v2/viewer/) 」より引用・加筆各地点の観測記録（左:加速度時刻歴波形、右:速度時刻歴波形）

加速度応答スペクトル

○令和6年能登半島地震は、北緯37.5度、東経137.3度、深さ16kmを震源とし、令和6
年1月1日に発生した。地震規模はM7.6、最大震度7を記録、地震観測記録によれば、内
灘町周辺では、地表面最大加速度200Gal程度、継続時間が比較的⾧い揺れが生じた。
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１．液状化被害状況について
（１）令和6年能登半島地震の概要
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１．液状化被害状況について
（１）令和6年能登半島地震の概要

内 灘 町

内灘町北部
（液状化被害エリア）

内灘町南部
（液状化被害エリア）

地理院地図

写真②（鶴ケ丘付近）写真①（鶴ケ丘付近） 写真④（西荒屋付近）写真③（宮坂付近）

この地図は地理院標準地図を使用したものである

○ 内灘町では、県道８号松任宇ノ気線を中心に、その周辺地区（向粟崎・旭ケ丘地
区、鶴ケ丘地区、大根布地区、宮坂地区、西荒屋地区、室地区、湖西地区）で
甚大な液状化被害が発生した。

液状化による地盤変状（側方流動、地盤沈下・隆起）被害状況写真（道路・家屋等）
（国土交通省資料）

詳細位置図 広域位置図
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内 灘 町

※建物データは、「基盤地図情報_国土地理院」を使用。「国土地理院地図」使用

〇建築物応急危険度判定で 「要注意～危険」と判定された建物は、向粟崎・旭ケ丘:約51%、
鶴ケ丘:約49% 、大根布:約29%、宮坂:約54%、西荒屋:約70%、室・湖西:約62%であった。
〇その多くは、宅地危険度判定の「要注意宅地～危険宅地」と判定された宅地に立地した。

１．液状化被害状況について
（２）被災状況

※令和6年3月時点データ 6

内灘町 建築物応急危険度判定結果（南部）

内灘町 宅地危険度判定結果（南部）

本資料は個人情報保護のため
画像処理を施しています

本資料は個人情報保護のため
画像処理を施しています



※令和6年3月時点データ

内 灘 町

※建物データは、「基盤地図情報_国土地理院」を使用。「国土地理院地図」使用

１．液状化被害状況について
（２）被災状況
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内灘町 建築物応急危険度判定結果（北部）

内灘町 宅地危険度判定結果（北部）

〇建築物応急危険度判定で 「要注意～危険」と判定された建物は、向粟崎・旭ケ丘:約51%、
鶴ケ丘:約49% 、大根布:約29%、宮坂:約54%、西荒屋:約70%、室・湖西:約62%であった。
〇その多くは、宅地危険度判定の「要注意宅地～危険宅地」と判定された宅地に立地した。

本資料は個人情報保護のため
画像処理を施しています

本資料は個人情報保護のため
画像処理を施しています



〇公共施設（下水道、道路）では、建物・宅地被害が顕著だった地区を中心に被災した※。
〇マンホール内および管きょ内の一部では、土砂堆積が確認された。

内 灘 町

マンホール内の
土砂堆積状況

管きょ内の
土砂堆積状況

管きょ内の
土砂堆積状況

8

内灘町 公共施設の被害平面図（南部）

内灘町 公共施設の被害平面図（北部）

１．液状化被害状況について
（２）被災状況

※2025年11月時点において調査済みの箇所



〇罹災証明より「半壊以上」と判定された割合は以下の通りであった。（令和6年10月時点）
向粟崎・旭ケ丘地区:約20%、鶴ケ丘地区:約32%、大根布地区:約18% 、宮坂地区:約72%、
西荒屋地区:約74% 、室・湖西地区:約70%

〇公費解体の件数は以下の通りであった。(令和7年6月時点)
向粟崎・旭ケ丘地区:24件、鶴ケ丘地区:52件、大根布地区:13件 、宮坂地区:84件、
西荒屋地区:126件 、室・湖西地区:90件

内 灘 町

9※宅地応急危険度判定を行った範囲においては、内閣府による「災害に係る住家の被害認定基準運用指針」のうち「第4編 液状化等の地盤被害による被害」を用いている。

内灘町 公費解体と罹災証明（全壊～半壊） 平面図（南部）

内灘町 公費解体と罹災証明（全壊～半壊） 平面図（北部）

１．液状化被害状況について
（２）被災状況

本資料は個人情報保護のため
画像処理を施しています

本資料は個人情報保護のため
画像処理を施しています




